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訓練概要 
 

１ 実施日時 

令和２年11月５日（木） 

 ＊「津波防災の日・世界津波の日」（11月５日）関連事業として実施 

○午前10時00分：地震発生（屋外スピーカー、防災無線などでお知らせ） 

○午前10時02分：大津波警報発表 

（緊急速報メール＜エリアメール＞、Yahoo!防災速報でお知らせ） 

○午前10時02分：訓練参加の呼びかけ（ひょうご防災ネットでお知らせ） 

 

２ 訓練対象地域 

(1) 南海トラフ地震津波浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 日本海沿岸地域地震津波浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

３ 訓練対象人数 

  約37万人（津波浸水想定区域の昼間人口） 

 
４ 訓練の想定 

(1) 南海トラフ地震   最大震度７、最高津波水位8.1ｍ 

(2) 日本海沿岸地域地震 最大震度６強、最高津波水位5.3ｍ 

 

５ 訓練の特徴 

(1) 県内沿岸地域全体において訓練を実施（日本海沿岸地域地震を想定に追加） 

(2) 対象市町の県民約410万人を対象にした緊急速報メールの一斉配信 
(3) 「ひょうご防災ネット」アプリを活用した緊急情報の配信 

※対象市町における津波浸水想定区域

（浸水深）は、兵庫県 CG ハザード

マップで確認できます。 
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６ 訓練方法 

訓練参加方法（行動指針） 

１ 【正確に知る】主体的な避難行動の徹底 

 以下のことを知ったうえで訓練当日を迎えましょう。 

 ○まずは、身の安全を守りましょう。 

（「３つの安全行動」＝「まず低く！、頭を守り！、動かない！」） 

 ○強い揺れや弱くても長い揺れがあった場合には津波の発生があることを考えまし

ょう。 

○津波の発生が想起される場合、津波警報等の情報を待たずに自らできうる限り迅

速に高い場所への避難を開始しましょう。 

○大津波警報を見聞きしたら速やかに避難しましょう。 

○海岸保全施設等よりも海側にいる人は、津波注意報でも避難しましょう。 

○避難支援者等の負担軽減に繋がることから、津波到達までに時間の余裕があって

も、早めに避難行動を開始しましょう。 

○津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が解除されるまで気をゆるめず、家

に戻らないようにしましょう。 

２ 【実際に動く】地震発生後、速やかに避難するための取組推進 

 以下のことを意識して訓練に参加しましょう。 

○避難誘導や防潮門扉の閉鎖にかかる実際の時間経過を意識しましょう。 

 ○緊急速報メール、ひょうご防災ネット、防災無線、広報車等の伝達広報ツールを幅

広く活用しましょう。 

３ 【自らの安全を伝える】安否確認のためのソフト対策の確認・改善点把握 

 日々進歩している減災に有効なソフト対策等を実際に試しましょう。 

 ○家族等の安否確認のために津波の危険性がある地域へ戻ったり、その場に留まっ

たりすることを減らすため、災害伝言ダイヤル等（災害伝言板、LINE、Twitter な

ど）を利用し、避難後の家族等の安否確認方法をあらかじめ決め、訓練当日に実際

に連絡を行いましょう。  
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７ 訓練情報 

 (1) 主な訓練情報発信ツール 

○緊急速報メール<エリアメール>（対応機種のみ）：携帯電話会社の防災情報サービス 

  ○ひょうご防災ネット（登録者のみ）     ：兵庫県の防災情報サービス 

  ○Yahoo!防災速報（登録者のみ）       ：ヤフー (株)の防災情報サービス 

 
(2) 発信内容 

10：00 訓練スタート（防災無線、サイレン等） 

10：02 緊急速報メール、ひょうご防災ネット発信（兵庫県から発信） 

     Yahoo!防災速報（ヤフー(株)から配信） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

10:02 緊急速報メール（兵庫県発信）    10:02 Yahoo!防災速報 

 

題：訓練 ＤＲＩＬＬ（兵庫県） 
「兵庫県津波一斉避難訓練」の訓練通報です。 
ＤＩＳＡＳＴＥＲ ＤＲＩＬＬ（訓練）。 
１０時０２分に兵庫県瀬戸内海沿岸及び淡路島、日本海沿岸に大津波警報が発表されま

した。（これは訓練です。）身を守るための、適切な避難行動をとってください。以上で

訓練通報を終わります。（兵庫県） 
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訓練結果 

11月５日（木）10時00分に南海トラフ地震・日本海沿岸地域地震発生、10時02分に大津

波警報発表という想定で、10時02分に兵庫県から緊急速報メール＜エリアメール＞を、「地

方公共団体が配信する災害・避難情報」として発信し、それを合図に津波避難行動を行う

形での訓練を実施した。 

また、令和元年５月に運用開始した「ひょうご防災ネット」スマートフォンアプリのプ

ッシュ通知を活用した訓練周知を行うとともに、昨年同様ヤフー(株)と連携し、「Yahoo!防

災速報」内の「防災トレーニング」機能を利用した津波避難にかかる事前学習ツールを提

供した。 

 
１ 訓練実施の事前連絡があった団体数・人数 

  津波浸水想定区域内を含む地域に所在する事業所等に、参加を呼びかける事前アンケ

ートを参加者に郵送することにより、以下の訓練実施団体・人数の回答を得た。  

○ 小 中 高 大 学   27校   22,323人(南あわじ市立松帆小学校 他) 

○ 幼稚園保育園   33園   3,844人(幼保連携型認定こども園神徳館こども園  他） 

○ 社会福祉施設   30施設   787人(香美町社会福祉施設協議会ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑかがやき 他) 

○ 企    業   202社   46,288人 

○ そ  の  他  100施設  27,030人(官公署、寺社、児童館 他) 

   合    計   392施設 100,272人(令和元年度 262施設 80,494人） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[訓練参加依頼文書・事前アンケート]  



5 
 

２ 主な避難訓練 

(1) 南あわじ市立松帆小学校 

   所 在 地：南あわじ市松帆江尻 

   参加人数：児童、教員、保護者 約 250 人 

訓練内容：児童が校舎３階まで垂直避難したほか、ドローンで多言語による避難広報

や被害状況調査を実施 

   

 

 

 

 

 

(2) 幼保連携型認定こども園 神徳館こども園 

  所 在 地：神戸市兵庫区御崎本町 

  参加人数：園児、教職員 約 110 人 

訓練内容：こども園からノエビアスタジアムまで約 700ｍの間、園児を警察・消防団 

等が見守りながら避難を実施 

  

(3) 香美町社会福祉施設協議会グループホームかがやき 

    所 在 地：香美町香住区無南垣 

    参加人数：職員、入所者、デイサービス利用者 約 20 人 

    訓練内容：入所者等を施設職員が車椅子等で避難誘導し、リフト付き福祉車両にて

搬送する訓練を実施 
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３ 「Yahoo!防災速報」内の「防災トレーニング」による学習 

地震・津波が発生した際に「どのような行動をとるべきか」、「地震・津波の避難場所は

どこか」を知り、その知識の定着を図るとともに、特に一斉避難訓練日に、仕事の都合等

により避難場所への避難行動ができない場合でも、自らの避難先や避難経路等のイメー

ジを持ってもらうことが可能となる事前学習ツールをヤフー(株)が本訓練と連携してス

マホアプリ上に提供した。（令和２年 11 月２日(月)～11 月 18 日（水）） 
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【訓練実施の事前連絡があった主な団体】 

＊訓練参加について公表の承諾があった団体のみ記載（順不同） 

 

（神戸市） 

株式会社三木美研舎、社会福祉法人こすもす、 

株式会社やさしい手東灘巡回訪問介護事業所、薬局人丸ファーマシー住吉川、 

株式会社セーフティーアイランド、神戸市環境局施設課苅藻島クリーンセンター、 

神戸交通振興株式会社、兵庫県自動車整備振興会、神戸運輸監理部、 

海上自衛隊阪神基地隊、一般財団法人日本船舶職員養成協会近畿 JEIS 神戸、 

阪神高速道路株式会社、日本製粉株式会社神戸甲南工場、サンシャインワーフ神戸、 

株式会社神戸酒心館、社会福祉法人木の芽福祉会地域活動支援センターわかば、 

（一財）神戸港湾福利厚生協会ファミリーマート ピア六甲店、feel dining café&sea、

阪九フェリー株式会社神戸支店、 

株式会社ユニエックス NCT 神戸支店六甲ターミナルグループ パンプールチーム、 

白鶴酒造株式会社、社会福祉法人豊益会幼保連携型認定こども園神戸ゆたか園、 

一般社団法人兵庫県農業会館、全日本海員組合関西地方支部、甲陽運輸株式会社、 

有限会社建隆マネジメント、神戸市総合児童センター、 

西日本旅客鉄道株式会社神戸支社、 

株式会社神戸新聞社、万葉倶楽部株式会社、一般財団法人神戸港湾福利厚生協会、 

大慈幼保連携型認定こども園、神戸市立東川崎児童館、ベイサイド迎賓館神戸、 

神戸サンボーホール、兵庫県こころのケアセンター、神戸こども初期急病センター、 

兵庫県信用組合、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社神戸ビル、 

株式会社大丸松坂屋百貨店大丸神戸店、兵庫県信用保証協会、 

株式会社仁王インターナショナル、浜屋株式会社神戸店、大一産業株式会社、 

イオンモール神戸南、株式会社ヤマダデンキ、幼保連携型認定こども園神徳館こども園、 

社会福祉法人大慈厚生事業会大慈ひょうご幼保連携型認定こども園、みさきこども園、 

三菱電機株式会社神戸製作所、 

社会福祉法人神戸千ヶ峰会 特別養護老人ホーム花みさき、 

社会福祉法人神戸千ヶ峰会 特別養護老人ホーム花みさきⅡ、有限会社リハネット、 

テクノソービ株式会社、淡路信用金庫兵庫支店、神戸市建設局中央水環境センター、 

学校法人幼保連携型認定こども園近田幼稚園、すまうら水産有限責任事業組合、 

神戸市立須磨海浜水族園、須磨浦漁友会、神戸市建設局西水環境センター管理課、   

（公財）神戸市公園緑地組合アジュール舞子事務所、神戸学院大学、兵庫医療大学、 

協同組合神戸タグ協会、美樹工業㈱、株式会社シャルレ、 

デザインクリエイティブセンター神戸、神戸税関、神戸第２地方合同庁舎、 

株式会社ホテルオークラ神戸、岩谷化学工業㈱神戸工場、神港有機化学工業㈱、 

神戸市水上消防署、神戸海上保安部、シンコーケミカル・ターミナル㈱ 、 

神戸地下街株式会社、早駒運輸株式会社 神戸港湾事業部、内海水先区水先人会、 
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日本赤十字社兵庫県支部、（一財）神戸みのりの公社海浜事業部、 

関西電力送配電株式会社兵庫支社、国土交通省近畿地方整備局神戸港湾事務所、 

グループホーム小規模多機能施設更紗、創価学会、(株)共進ペイパー＆パッケージ 

 

（尼崎市） 

安心コミュニティプラザ中央地区会館、尼崎市役所経済環境局環境部クリーンセンター、 

（株）トータルサプライ、貴布禰神社、尼崎プラザホテル阪神尼崎、 

JOYFIT２４ 阪神尼崎駅前、日本政策金融公庫尼崎支店、 

公益財団法人尼崎市シルバー人材センター、医療法人社団青洲会 桂クリニック、 

尼崎市立園田東会館、（公財）兵庫県園芸・公園協会尼崎の森中央緑地 管理事務所、 

ツルハドラッグ尼崎金楽寺店、尼崎信用金庫、開明かしの木こども園、 

（公益）尼崎市文化振興財団、グループホームサンプラザやすらぎ、 

神戸トヨペット（株）杭瀬店、岩谷瓦斯株式会社尼崎工場、小厚化成株式会社、 

津田金属熱煉工業株式会社、武庫川下流浄化センター、株式会社ダイセル神崎工場、 

兵庫県立尼崎高等学校、からたち幼稚園、尼崎市立杭瀬小学校、 

サービス付き高齢者向け住宅グループホームほのぼの建家、Green House 尼崎園、 

株式会社ほのぼの、神戸地方法務局尼崎支局、医療法人社団 康佑会、 

ＫＥＥ環境株式会社 

 

（西宮市） 

西宮市立今津公民館、日新信用金庫西宮今津支店、カトリック甲子園教会、 

加藤産業株式会社西近畿支社、西宮市立南甲子園公民館、西宮市消防局鳴尾消防署、 

白鷹株式会社、兵庫医科大学病院、高須デイサービスセンター、西宮能楽堂、 

親里歯科医院、株式会社西宮マリーナ、海上保安庁西宮海上保安署、 

西宮市立鳴尾東幼稚園、西宮市立南甲子園幼稚園、西宮市立鳴尾東小学校、 

兵庫県立西宮南高等学校、甲陽学院中学校、西宮市立浜脇小学校、西宮ひまわり、 

ちどり保育園、社会福祉法人一羊会 武庫川すずかけ作業所、 

学校法人武庫川学院武庫川女子大学附属保育園、社会福祉法人聖徳園ワークメイト西宮、

ゴルフギアサージ西宮店、株式会社貢喜、西宮市立香櫨園小学校 

 

（芦屋市） 

公益財団法人 木口記念会館 

 

（明石市） 

兵庫県漁業協同組合連合会（明石油槽所）、兵庫県漁業協同組合連合会（東二見給油所） 
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（姫路市） 

医療法人社団仁和会神野病院、 

一般財団法人姫路市まちづくり振興機構スポーツ振興部 木場ヨットハーバー、 

㈱兵庫県公社住宅サービス姫路事務所、姫路タンクターミナル(株)、専徳寺保育園 

 

（相生市） 

相生市文化会館、医療法人社団天馬会 半田中央病院、相生税務署 

 

（たつの市） 

室津漁業協同組合 

 

（赤穂市） 

社会福祉法人みすず福祉会 グループホームすまいる 

 

（洲本市） 

洲本市文化体育館、株式会社淡路島観光ホテル、株式会社ホテルニューアワジ、 

洲本市由良交流センター エトワール生石、洲本税務署、淡路交通株式会社、 

千福寺、洲本市立由良中学校、柳幼稚園、株式会社 FUTURO やなぎオリーブ保育園 

 

（南あわじ市） 

灘市民交流センター、福良港津波防災ステーション、南あわじ市立松帆小学校、 

南あわじ市立沼島中学校、ぬしま保育所、養護老人ホームさくら苑、 

社会福祉法人みかり会 幼老複合型うぃず 

 

（豊岡市） 

浜須井区、旅館たがき、旅館みつば、休暇村竹野海岸、グループホーム 暖家、 

R&H フード株式会社 

 

（香美町） 

夕香楼 しょう和（株）、民宿 一（かず）、香美町立ジオパークと海の文化館、 

マルヨ食品株式会社、たじま農業協同組合香住支店、香美町立香住第二中学校、 

香美町立佐津小学校・幼稚園、株式会社 LIVE WELL Delight 香住山手、 
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香美町香住老人福祉センター、デイサービスセンターほほえみ、 

香美町社会福祉施設協議会グループホームかがやき 

 

（新温泉町） 

海べのおやど 丸文、ユースホステル諸寄荘、浜坂温泉 魚と屋、新温泉土木事務所、 

株本建設工業（株）、香住Ｂ＆Ｇ海洋センター、新温泉町体育協会、新温泉町文化会館、 

守山石油(株)、明星認定こども園、たじま農業協同組合浜坂支店 
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広報状況 
 
 淡路市出身の阪神タイガース 近本光司さんにイメージキャラクターのご協力をいただ

き、ポスター等を作成し各所に掲示するとともに、平成28年度に作成した尼崎市出身女性

デュオの「あまゆーず」さんによる歌「走れタカダイ」を引き続き訓練テーマソングとし

て活用し、県庁舎内で放送するなど、訓練実施について周知を図る活動を行った。 
あわせて、県及び市町にて活用可能なツール（ホームページ、広報誌、ツイッター等）

を最大限に活用し広く住民に周知するとともに、昨年同様訓練情報発信ツールとして活用

した「Yahoo!防災速報」のプッシュ通知や、令和元年５月に運用開始した「ひょうご防災

ネット」スマートフォンアプリのプッシュ通知を活用し、各登録者へ周知した。 

 また、特に津波浸水想定区域を含む地域に所在する事業所等に対しては、個別にチラシ

等を郵送するとともに、事前アンケートを行った。 

 
１ 広報ツール 

(1)ポ ス タ ー Ａ１サイズ９００枚、Ｂ２サイズ３００枚、Ａ３サイズ１，６００枚  

＊主に駅や行政機関掲示用 

(2)チ ラ シ Ａ４サイズ４２，０００部  

(3)広報カード 名刺大  ７０，０００部 ＊県立高等学校、特別支援学校へ配布 

［ポスター］            ［チラシ］ 
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［広報カード］ 

 

(4)テーマソング CD  

  「走れタカダイ～津波避難のうた～」 

   ○作詞 兵庫県災害対策課 

   ○作曲 山本茂之 

（はばタンカーニバル作詞作曲者） 

   ○編曲 品川明子・あまゆーず 

   ○歌  あまゆーず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

君と僕の 大事な命 
守ろう 守ろう 津波から 
命を守る 安全な場所 
みんなが助かる 安全な場所 

目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
避難所へ行こう いちもくさん 
目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
大きな波から 命を守ろう 

家族 友達 大事な命 
逃げよう 逃げよう 冷静に 
家族を守る 安全な場所 
みんなが助かる 安全な場所 

目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
約束の場所へ いちもくさん 
目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
みんなの力で 命を守ろう 

目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
避難所へ行こう いちもくさん 
目指せ！タカダイ！走れ！タカダイ！ 
大きな波から 命を守ろう 

手を取り 声掛け 命を守ろう 
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２ 主なポスター等配布・依頼先（主に訓練対象市町 15 市３町 内） 

(1)官公庁  

市町庁舎、県民局庁舎、警察署、免許更新センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

［淡路県民局］ 

 

(2)鉄道事業者  

JR 西日本、阪神電車、阪急電車、山陽電車、神戸電鉄、神戸市営地下鉄、神戸新交通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［阪急電車 西宮北口駅］     ［阪神電車 魚崎駅］     ［神戸市営地下鉄 和田岬駅］ 
  

(3)学校  
公立・私立高等学校、特別支援学校 

(4)店舗 

郵便局、映画館 他 

  (5)団体  

兵庫県医師会、兵庫県歯科医師会、兵庫県バス協会、兵庫県タクシー協会、 

兵庫県警備業協会、兵庫県理容生活衛生同業組合、兵庫県美容業生活衛生同業組合、 

兵庫県遊技業協会、神戸元町商店街連合会 他 

(6)事業所  

病院、神戸空港ターミナル(株)、（株）OM こうべ（神戸－関空ベイシャトル） 他 



14 
 

３ ラジオ放送 

○防災ホットライン  （10月17日  8:55～8:58 ラジオ関西） 

○寺谷一紀のまいど！まいど！「防災マッカセナサイ！」 

（10月30日 8:24～8:27 ラジオ関西） 

○兵庫県からのお知らせ（11月２日 7:07～7:09 ラジオ関西） 

 

４ 兵庫県広報 

(1)知事定例記者会見 

○10月21日 訓練実施詳細発表 

 

(2)県ホームページバナー（10月29日～11月４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)県広報誌 

○県民だよりひょうご（11月号） 
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 (4)ひょうご防災ネット（兵庫県緊急情報登録者向け） 

   〇事前広報【11 月２日（月）16:30】 

題：11 月５日津波一斉避難訓練実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〇訓練当日【11 月５日（木）10:02】 

題：11 月５日津波一斉避難訓練実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

兵庫県では、11 月５日の午前 10 時から、淡路島・瀬戸内海沿岸及び日本海沿岸 18 市町で、

南海トラフ地震・日本海沿岸地域地震を想定した「津波一斉避難訓練」を実施します。 

 訓練地域内で、緊急速報メールに対応している携帯電話をお持ちの方に対し、マナーモー

ドであっても警報音が鳴り、避難を呼びかけるメールを送ります。 

まだ訓練をご存じでない周りの方々へ是非、お知らせください。 

 避難先をイメージすることも訓練の１つです。訓練の前に、いざというときに速やかに避

難行動がとれるように、「ひょうご防災ネット」スマホアプリから「マイ避難カード」を作成

してみましょう。 

また、南海トラフ地震・日本海沿岸地域地震によって津波が発生した場合の浸水範囲や深

さを「兵庫県 CG ハザードマップ」で確認できます。今いる場所の津波ハザードマップもご覧

いただけますので、確認してみてください。（「ひょうご防災ネット」スマホアプリの「防災

関連情報リンク」からアクセスできます。） 

詳しくは県ホームページ 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/kk42/r2tsunami.html 

をご覧ください。 

11 月５日は津波防災の日です。 

兵庫県では１５市３町と連携して南海トラフ巨大地震・日本海沿岸地域地震を想定した、

一斉避難訓練を実施します。訓練に参加していただくとともに災害時の避難行動などを改め

て確認してください。ご協力をお願いします。 
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(5)フェイスブック 

○11 月３日 はばタンなび兵庫県広報戦略課 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 (6)ツイッター 

  ○11 月２日 兵庫県広報戦略課 
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５ その他広報 

(1)駅舎・車内等放送 

ＪＲ西日本 他（主に１週間前～当日） 

 
 
 
 
 
 

 
(2)Yahoo!防災速報（11 月２日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【放送文例】 
兵庫県では、11 月５日の午前 10 時から、淡路島及び瀬戸内海沿岸 15 市町で、

南海トラフ地震を想定した「津波一斉避難訓練」を実施します。 

午前 10 時 02 分過ぎに、緊急速報メールに対応している携帯電話をお持ちの方

に対し、マナーモードであっても警報音が鳴動し、避難を呼びかけるメールが届き

ます。以上、防災訓練に関する兵庫県からのお知らせでした。 
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アンケート調査 
兵庫県では、11 月５日(木)の訓練を受けて、今後の訓練実施等の参考とするため、以下

の２つのアンケートを実施した。 
１ 津波一斉避難訓練アンケート集計結果(往復はがき) 

 

 

 

 

(1) 回答件数  

406 件（返送率：69.9％） 
(2) 回答内容 

 【問１】11 月 5 日には、スマートフォンなどの携帯端末を利用して以下の防災情報の

提供を行いました。実際に体験（受信含む）したものを教えてください。 

     （複数回答可） 

１ 緊急速報メール 377 件 92.9％ 

２ ひょうご防災ネット 153 件 37.7％ 

３ Yahoo!防災速報 39 件 9.6％ 

４ 災害伝言ダイヤル・災害用伝言板 9 件 2.2％ 

５ 兵庫県 CG ハザードマップ 18 件 4.4％ 

６ 市町ハザードマップ 25 件 6.2％ 

未回答 7 件 1.7％ 

 

○送 付 日：令和２年 11 月 25 日（水）  

○集計方法：津波浸水想定区域内に立地している学校・企業等に訓練事前アンケートを

送付し、返信のあった団体（581 団体）に対して、アンケートを送付 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

１ 緊急速報メール

２ ひょうご防災ネット

３ Yahoo!防災速報

４ 災害伝言ダイヤル・災害

用伝言板

５ 兵庫県CGハザードマッ

プ

６ 市町ハザードマップ

未回答
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 【問２】貴団体で、感じている南海トラフ地震及び日本海沿岸地域地震発生時の課題を

教えてください。（複数回答可） 

１ 避難先が未定 36 件 8.9％ 

２ 避難経路が危険 86 件 21.2％ 

３ 避難誘導員不足 132 件 32.5％ 

４ 避難のタイミングが不明 145 件 35.7％ 

５ 避難情報が入らない 32 件 7.9％ 

６ 家具等の転倒防止措置ができていない 53 件 13.1％ 

７ その他 

90 件 22.2％ 

夜間発生時の対応 

出勤中の職員で業務等によって外勤している者と

の連絡手段の確保 

外国語による情報不足。最低でも英語版は不可

欠。 

防災行政無線が聞こえにくい 

小さき子供のいる施設なので、実際に避難する際

は、かなり危険を伴うと思われる。日頃から訓練

や対策を考えておく必要がある。 

業務継続（BCP)について 

避難場所で従業員が密集してしまう 

建物の上階へ避難するか避難所まで行くかのタイ

ミング 

一斉に避難することで、避難場所への道路が狭

く、実際の避難の際に混雑でパニックになるので

はないか 

幼稚園で訓練は定期的に行っているが、平日の昼

間に地域・学校・住民との訓練はない 

コロナの感染状況などを考えながら、避難先へ持

っていく物を考えておくことが課題 

沿岸地域のため、避難の時間が間に合うかわから

ない 

避難先は決まっているが、経路が危険である 

携帯での緊急速報のみの情報なので、実際に避難

情報が入るか不安がある 

未回答 22 件 5.4％ 

 

0
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160 １ 避難先が未定

２ 避難経路が危険

３ 避難誘導員不足

４ 避難のタイミングが不明

５ 避難情報が入らない

６ 家具等の転倒防止措置が

できていない
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【問３】11 月５日「津波防災の日」に伴い、11 月１日～11 月７日の間に貴団体で防災

に関し何らかの取組みをされましたか。 

１ 職員のみを対象とした取組みをした 188 件 

２ 職員以外（来客、利用者、生徒等）も

含めた取組みをした 

93 件 

３ 何もしなかった 123 件 

未回答 2 件 

 

  

 

【問４】来年も同様の一斉訓練があれば、貴団体では何らかの取り組みをされると思い

ますか。 

１ 何もしないと思う 26 件 

２ 今年と同様の訓練をすると思う 244 件 

３ 今年と内容を変えた訓練をすると思う 44 件 

４ わからない 91 件 

未回答 1 件 

 

46.3%

22.9%

30.3%

0.5%

１ 職員のみを対象とした取組みをした

２ 職員以外（来客、利用者、生徒等）

も含めた取組みをした

３ 何もしなかった

未回答

6.4%

60.1%

10.8%

22.4%

0.2%
１ 何もしないと思う

２ 今年と同様の訓練をする

と思う

３ 今年と内容を変えた訓練

をすると思う

４ わからない

未回答
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【問５】こうした一斉避難訓練を今後も継続していくべきだと思いますか。 

１ 継続して行うとよい 384 件 94.6％ 

２ もう行わないほうがよい 5 件 1.2％ 

３ その他 

12 件 3.0％ 

一斉訓練を 9、3月に実施しており、本訓練

には対応出来ない 

日中は誰もいないので、設定の時間帯では

訓練できない。 

ケースバイケースで何とも言えない。 

警察にも協力してもらうことで、園の存在

を認識してもらえることが安心につながる 

津波に限らず地震想定で実施すべき 

未回答 5 件 1.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

１ 継続して行うとよい

２ もう行わないほうがよい

３ その他

未回答
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【問６】今回の一斉訓練に対するご意見があれば教えてください。（複数回答可） 

１ 意識啓発になった 331 件 81.5％ 

２ 手順などを確認できた 134 件 33.0％ 

３ 業務に支障が出て困った ４件 1.0％ 

４ その他 

59 件 14.5％ 

緊急速報メールが発報される為、訓練とし

てもより緊張感があり良い 

今年はコロナ禍で、例年の消防訓練も実施

できなかったが、来年は地震発生に伴う消

防訓練を実施したい 

開館が 10時でコロナ禍の中訓練をすると、

来館者も含め混乱が生じる 

問題点を考えるきっかけになった 

継続しなければ、絶対にいざという時に対

応をすることができない。また、危機感を

もたせるためにも継続するべきである。毎

年継続して行い、その都度課題を修正しな

がら、身につける必要がある。 

毎年実施しており、都度振り返りや見直し

を行って改善を図っているので継続希望 

防災頭巾や靴など身につけるのに時間もか

かるので、少しでも慣れさせたい 

一斉避難訓練ということで連動して社内行

事にも取り入れやすいので、今後も引き続

き実施頂きたい 

未回答 17 件 4.2％ 
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１ 意識啓発になった

２ 手順などを確認出来た

３ 業務に支障が出て困った

４ その他

未回答
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２ 津波一斉避難訓練アンケート集計結果(県簡易申請システム) 

 

 

 

１ 回答件数  

1,311 件 

２ 年代 

～１０代 14 件 1.1％  

２ ０ 代 40 件 3.1％ 

３ ０ 代 127 件 9.7％ 

４ ０ 代 315 件 24.0％ 

５ ０ 代 416 件 31.7％ 

６ ０ 代 287 件 21.9％ 

７ ０ 代 101 件 7.7％ 

８０代～ 11 件 0.8％ 

 
３ 市町内訳 

神 戸 市 390 件 29.7％  

尼 崎 市 112 件 8.5％ 

西 宮 市 96 件 7.3％ 

芦 屋 市 26 件 2.0％ 

明 石 市 65 件 5.0％ 

加 古 川 市 95 件 7.2％ 

高 砂 市 32 件 2.4％ 

播 磨 町 4 件 0.3％ 

姫 路 市 120 件 9.2％ 

相 生 市 16 件 1.2％ 

た つ の 市 31 件 2.4％ 

赤 穂 市 23 件 1.8％ 

洲 本 市 20 件 1.5％ 

淡 路 市 15 件 1.1％ 

南 あ わ じ 市 11 件 0.8％ 

豊 岡 市 31 件 2.4％ 

香 美 町 4 件 0.3％ 

新 温 泉 町 3 件 0.2％ 

そ の 他 217 件 16.6％ 

○実施期間：令和２年 11 月５日（木）～11 月 30 日（月）  

○集計方法：ひょうご防災ネット登録者に訓練アンケートを配信 

1.1% 3.1%
9.7%

24.0%

31.7%

21.9%

7.7%
0.8%

～１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代～

29.7%

8.5%

7.3%
2.0%5.0%7.2%2.4%

0.3%

9.2%

1.2%

2.4%
1.8%

1.5%1.1%
0.8%

2.4%
0.3%

0.2%

16.6%

神戸市 尼崎市 西宮市

芦屋市 明石市 加古川市

高砂市 播磨町 姫路市

相生市 たつの市 赤穂市

洲本市 淡路市 南あわじ市

豊岡市 香美町 新温泉町

その他
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４ 回答内容 

 【問１】11 月５日に標記訓練が実施されることを事前に知っていましたか。 

１ 知っていた 1114 件 

２ 知らなかった 197 件 

 

  

【問２】(問１で１と答えた方)11 月５日の訓練のことを、どのように知りましたか。当

てはまるものをお答えください。(複数選択可) 

１ ポスター、チラシ 65 件 5.8％ 

２ 自治会の回覧 34 件 3.1％ 

３ 勤務先の回覧 117 件 10.5％ 

４ 県・市広報誌 102 件 9.2％ 

５ 新聞、テレビ、ラジオニュース 41 件 3.7％ 

６ メールや Twitter など SNS 828 件 74.3％ 

７ 家族、知人から聞いて 24 件 2.2％ 

８ 県・市ホームページ 140 件 12.6％ 

 

１ 知ってい

た

85.0%

２ 知らなかっ

た

15.0%
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【問３】訓練の時間(午前 10 時 00 分)に何をされていましたか。 

１ 勤務中 512 件 39.1％ 

２ 授業中 16 件 1.2％ 

３ 外出中 179 件 13.7％ 

４ 在宅中 553 件 42.2％ 

その他 
51 件 3.9％ 

入院中 

 

  

【問４】11 月５日には、スマートフォンなどの携帯端末を利用して以下の防災情報の提

供を行いました。実際に体験（受信含む）したものを教えてください。(複数選

択可) 

１ 緊急速報メール 1005 件 76.7％ 

２ ひょうご防災ネット 1062 件 81.0％ 

３ Yahoo!防災速報 198 件 15.1％ 

４ 災害伝言ダイヤル・災害用伝言板 33 件 2.5％ 

５ 兵庫県 CG ハザードマップ 29 件 2.2％ 

６ 市町ハザードマップ 35 件 2.7％ 
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【問５】あなたが感じている南海トラフ地震発生時の課題を教えてください。(複数選

択可) 

１ 避難先が未定 366 件 27.9％ 

２ 避難経路が危険 233 件 17.8％ 

３ 避難誘導員不足 238 件 18.2％ 

４ 避難のタイミングが不明 712 件 54.3％ 

５ 避難情報が入らない 179 件 13.7％ 

６ 家具等の転倒防止措置ができていない 503 件 38.4％ 

 

  

【問６】来年も同様の一斉訓練があれば、何らかの取り組みをされると思いますか。 

１ 何もしないと思う 238 件 

２ 今年と同様の訓練をすると思う 471 件 

３ 今年と内容を変えた訓練をすると思う 103 件 

４ わからない 499 件 
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【問７】こうした一斉訓練を今後も継続していくべきと思いますか。 

１ 継続して行うとよい 1247 件 

２ もう行わないほうがよい 25 件 

３ その他 39 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【問８】今回の一斉訓練に対するご意見があれば教えてください。(複数選択可) 

１ 意識啓発になった 1067 件 

２ 手順などを確認できた 176 件 

３ 業務に支障が出て困った 37 件 

その他 122 件 

 

１ 同様に継続

して行うとよい

95.1%

２ もう行わな

いほうがよい

1.9%

その他

3.0%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

１ 意識啓発になった

２ 手順などを確認できた

３ 業務に支障が出て困った

４ その他



28 
 

 


